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今年で 22 年目を迎える姉妹都市交流ですが、 

今回の訪問団の 7 名の生徒が、先にグリーンリーブ

ス使節団で来白した生徒の家庭にお世話になると

いう、大変理想的な交流が実現しました。 

また、2 年前に白石にホームステイしたコリン君が

シドニーに会いにきてくれたり、帰国したばかりの

ALT セーラ先生にも再会しました。短期間でした

が、オーストラリアを訪問して得た知識と絆を、今後

の人生に活かして飛躍してほしいなあと思います。 

国際交流のおもしろさの 1 つは、「他国を知って

自国を知る」 

特集：2015 ハーストビル市友好親善訪問団 

姉妹都市ハーストビル市への市内中学生派遣事業として、生徒 10 名と引率 2 名の訪問団が、7 月 23 日

から 8 月 2 日の日程を終え帰国しました。今号は滞在の様子と生徒の感想などを紹介します。 

▲懇親ディナーで習字・大喜利・歌を披露！ 

▲イェーイ！＠ボンダイビーチ 

▲「俺たち、ライフセーバー！…ではありません。」 ▲▼懇親ディナー＠ハーストビル市役所 

▲みんなで…＠ハーストビル市役所 

Q)驚いたこと、びっくりしたことは？ 

 アジア系の人が多かった。 

 ケーキがすごく甘かった。 

 街中にホームレスがたくさんいた。 

 物価が高い。男性トイレに仕切りがない！ 

訪問団の感想 

Q)日本との違いは？ 

 お風呂の習慣がない。 

 肉をたくさん食べる。 

屋内でも靴ははいたまま。 

 学校でスナック菓子を食べてもいい。 

▲セーラ先生と再会。シドニーで !(^^)! 

 

コリン君と再会！ 

右は、2 年前来白した

時のコリン君。（絵付け

中。）左写真は、現在

のコリン君！ 
▲コリン君と…。一日案内してくれました。 
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▼デーンバンクスクールへ。授業風景と日本の物がたくさん陳列・装飾されている教室がありました。こけしも！ 

この学校は、毎年こけしコンクールで展示するため絵付けに協力してくれています。 

◆７月 27 日と 28 日の 2 日間体験入学しました。今回お世話になった学校は 4 校で、公立１校、私立３校◆ 

▼ジョージ・リヴァ―・カレッジ、ガールズキャンパスへ。ここへは 4 生徒が通いました。科学の授業の様子です。 

▼聖ジョージ・クリスチャン・スクールへ。男子 2生徒が通いました。今回 2 生徒のお世話をしてくれたアンドリューは 17 歳

と年上でしたが、交換留学にとても興味を持っていて、ホストファミリーとして快く受け入れてくれました。 

訪問団の学校の感想 

▼マリストカレッジへ。ここへは 2 名の男子生徒が通いました。数学の授業を受けています。 

スナック菓子を食べてもいいこと。朝の会・帰りの会、掃除がない。授業中に無断で席を立っても、廊下や後ろのロッカーに物を

取りに行っても、注意されない。授業で生徒はコンピューターを使い、ノートパソコン、iPad を使っていた。 

ホストファミリーはゆっくり話してくれて理解できたけど、学校では生徒たちは早口だった。みんな親切にしてくれた。 

日本語でも話しかけてくれて、嬉しかった。中国語の授業があった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ホワイトストーンジャーナル」は白石市国際交流協会のホームページでご覧頂けます。 
10 月特別編集号（近日発行予定）も是非ご覧ください。ALT が訪問団員に英語でインタビューしています。(^_-)-☆ 

 

◆７月 27 日、懇親ディナー ＠ハーストビル市役所◆ 

ハーストビル市長より佐藤団長へ、姉妹都市友好関係のしるしとして、エミュ

の卵に絵付けをした手工芸品が贈られました。 

▲ハーストビル市のヒンディ市長 

✦ハーストビル市の人口について✦ 

人口：約 87,000 人、うち 42％が移民（主にイタリア、インド、中国系、 

ギリシャ、イギリスで、移民の人たちの 49％が英語を話す） 

◆７月 29 日～8 月 1 日 ハーストビル市を離れキャンベラ・シドニー観光へ 

訪問団の感想 Q)一番の思い出は？ 

ジャネルとジャマルに再会！ ▼ホームステイ終了。みんなとお別れです… ＠ハーストビル市役所 

ホストファミリーと過ごしたこと（もっとホームステイしたかった。）動物に触れたこ

と。学校へ行って授業に参加したこと。羊を捕まえたこと。ブーメラン。 
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再会が嬉しくて、思わず女子高生

のようにはしゃいでしまいました。 

いいね！ 

★生徒たちによるパフォーマンス★  １．大喜利 ２．習字 ３．歌＆リコーダー 

パフォーマンスは大変好評でした。習字では、ハーストビルを漢字にして発表したり体験してもらったりしました。 


